
令和７年度尚絅大学附属こども園学校評価

（評価対象年度：令和７年度）



令和７年度 尚絅大学附属こども園 学校評価
本園の教育目標 附属こども園の理念・使命・目的に基づき、就学までに次のような子どもを育成することを目標として教育・保育を行う

（１）恵まれた自然環境の中で、いきいきと遊ぶ子ども （２）すなおに自分を表現する子ども
（３）人とのかかわりの中で思いやりや親しみをもつ子ども （４）心豊かで、創造性のある子ども
（５）遊びを工夫し、進んで行動する子ども

１ 学校（自己）評価

１

令和７年度重点目標（事業計画）に対する学校（自己）評価 対象：教職員62名、回答数62名、回答率100％

評価の観点 評価

1
子どもの健やかな
成長のための教
育・保育の充実

A
（A）

2
子育て支援の充
実

A
（A）

3
次世代保育者の
育成

A
（A）

4
自然豊かな園庭
で伸び伸びと遊ぶ
園児の確保

A
（A）

成果（丸数字）及び課題（■）



令和７年度 尚絅大学附属こども園 学校評価１学校（自己）評価

２

令和７年度重点目標（事業計画）に対する学校（自己）評価 対象：教職員62名、回答数62名、回答率100％

具体的な目標・施策 評価 成果（丸数字）及び課題（■）

「全体的な計画」「指導計画案」「各クラスの計画」等を
もとに、豊かな自然体験や食育等で心身ともに健やか
な園児達を育てる教育・保育の推進、および小学校へ
の円滑な接続の推進（幼保等小・中連携アプローチの
作成と実践、小学校との交流、英語あそびや言葉遊
び、数あそびなどの実践）（幼児棟）

質の高い教育・保育や安心安全な環境で伸び伸びと
遊ぶ園児達の姿に対して、学校評価保護者アンケート
において、関連する設問の「満足」の比率が９０％以上
を達成

ICT支援ツール「コドモン」等を活用した業務の効率化、
ドキュメンテーションの本格的な実践化。

職員で働き方の改善の方策を考え、それをもとにした業
務改善の具体化。年休や出張等で教職員が不在の場
合の園児の安全性の低下を防ぐためのフォロー体制づ
くりの改善。保育者・補充教職員・パート保育者等の確
保。

一人一人に応じて「個人別月間指導計画」や「保育日
誌」等を活用して行う保育

家庭的で温かい愛情に満ちた安心安全な保育に対し
て、学校評価保護者アンケートにおいて、関連する設
問の「満足」の比率が９０％以上を達成

年休や出張等で教職員が不在の場合や、早朝や午後
保育時に教職員が不足する場合の園児の安全性を高
めるためのフォロー体制づくり、保育者・補充教職員・
パート保育者等の確保

職員会議や園内研修を年間に10回以上開催

評価の観点

(1)一人一人に応じた温か
い保育（保育棟）

(4)園児の安全性を高める
体制づくりと、教職員の業
務効率化・負担軽減の実
現

(3)教育・保育におけるDX
化の推進

(2)要領に示された「１０の
姿」の方向に育つ園児達

(1)クリエイティブな教育・保
育の実践と改善（幼児棟）

(4)教職員の共通理解と資
質の向上

(3)園児の安全性を高める
ための保育者の確保

(2)要領に示された「５つの
領域・３つの発達」の方向
に育つ園児達

１尚絅らしさを生
かした、質の高
い教育・保育の
充実と、自然豊
かな園庭で伸び
伸びと遊ぶ園児
の育成

２豊かな人的・物
的環境を通し
た、尚絅らしい家
庭的で温かい愛
情に満ちた保育
の充実

Ⅰ子どもの健
やかな成長の
ための教育・
保育の充実



令和７年度 尚絅大学附属こども園 学校評価１学校（自己）評価

３

令和７年度重点目標（事業計画）に対する学校（自己）評価 対象：教職員62名、回答数62名、回答率100％

具体的な目標・施策 評価 成果(丸数字)及び課題（□）評価の観点

子育てに不安や困り感をおもちの保護者、特別な支援
を必要とする園児とその保護者、DVや児童虐待事案
等に対して、教職員研修の実施・「子育て相談会」等の
年間１０回以上開催
行政機関・小学校・療育施設・児童相談所・警察等との
連携・協力による支援

教職員の確保を通じて、直近5年間の日本スポーツ振
興センターへの申請件数平均８件以内、園児数に占め
る割合３％以内を実現

「どんぐりルーム」開催年間140日以上（感染症拡大時
は除く）

講演会やリトミックなどを年間5回以上、お子さまの体重
測定を年間10回以上、制作・お誕生会・運動会・クリス
マス等のイベントを年間２０回以上実施し、参加された
保護者満足度が80％以上

「実習のしおり」を改訂しつつ教育実習の充実に努め、
実習生の「評価」の平均が3.5以上を達成

実習生を直接担当する幼児棟担任10名の業務負担軽
減を工夫し、実習期間5か月（5～6、10～12）の時間外
勤務時間数の月平均15時間以内

大学・短大と連携した園内研修や、授業、講話等を年
間５回以上実施

園外研修中に園児の安全を守るため及び振替休日取
得のためのフォロー体制づくり、補充保育者等の確保、
園外研修の参加延べ人数前年比＋10％

１尚絅高校生、
幼児教育学科、
学部学生のため
の教育実習の充
実

２大学・短期大学
部と連携した研
修の充実、研究
の推進

Ⅲ次世代保育
者の育成

１保護者・行政・
療育施設等と連
携した在園児保
護者の子育て支
援の充実

２子育て支援室
「どんぐりルーム」
における地域子
育て保護者支援
の充実

Ⅱ子育て支援
の充実

(2)園外研修に主体的・積
極的に参加できる環境づく
り

(1)大学・短大と連携した研
修の充実

(2)実習生を直接担当する
保育者10名の業務負担軽
減

(1)高校生、短大生、大学
生の教育実習内容の改善

(2)講演会やイベント等の
計画的実施

(1)「どんぐりルーム」の積極
的開催

(2)保護者の安心感と園児
の安全性の向上

(1)園児の命と安全を守る
ための、教職員の研修・保
護者支援のための「子育て
相談会」・関係機関等との
連携・協力



令和７年度 尚絅大学附属こども園 学校評価１学校（自己）評価

４

令和７年度重点目標（事業計画）に対する学校（自己）評価 対象：教職員62名、回答数62名、回答率100％

園児の年齢や興味・関心、季節等に合わせた魅力的
な遊び環境の整備

尚絅学園HP「お知らせ欄」で、本園の魅力や園児達の
姿の情報提供を年間に150回以上。うち園の様子を当
日に配信する件数100回以上。「お知らせ欄」以外にお
ける本園の良さが伝わる内容の工夫。

年齢別・認定別の受入園児数の見直しと定員見直しの
タイミングやそれに伴う問題点等の検討、および午前中
保育やお弁当の日の削減、預かり保育の日数増等の
実施を通しての1号認定園児数の前年比増加による収
支均衡を実現。

教職員の勤務時間・休暇、服務等の管理、心身の健康
や安全面への配慮、ハラスメントの防止、法令順守、危
機管理

１遊び環境を整
備し、本園の魅
力や園児達の姿
の情報提供

２保護者のニー
ズに応じた園児
を確保と収支均
衡

Ⅳ自然豊かな
園庭で伸び伸
びと遊ぶ園児
の確保

(2)教職員の心身の健康や
安全面への配慮

(1)受入園児数や定員の見
直し等による収支均衡の実
現

(2)尚絅学園HP「お知らせ
欄」の充実

(1)園児の遊び環境の整備



令和７年度 尚絅大学附属こども園 学校評価

１ 調査時期 令和８年２月
２ 調査対象 乳児ひよこ組保護者９名、回答数７名、回答率78％
３ 評価基準
（１）１～３：評価の観点（3つの発達）

４.とても育っていると思う ３.だいたい育っていると思う ２.あまり育っていないと思う １.まったく育っていないと思う
（２）４～５：本園の子育て支援事業、及び経営や教育・保育等の経営全般への評価

４ .とても満足している ３.だいたい満足している ２. あまり満足していない １.まったく満足していない

２学校関係者評価

１２３４（１）評価の観点（３つの発達）

０００100.0

□保護者や保育者等の愛情豊かな受容のもとで、生理的・心理的欲求を満たし、心地よく生活をしはじめている
□はう、立つ、歩くなど、十分に体を動かしはじめている
□授乳や離乳をすすめていく中で、様々な食品に少しずつ慣れ食べることを楽しみはじめている
□生活のリズムに応じて、安全な環境の下で十分に午睡をしはじめている
□おむつ交換や衣服の着脱などを通じて、清潔になることの心地よさを感じはじめている

身体的発達
（健やかに
伸び伸びと
育つ）

1

００0100.0

□保護者や保育者等の応答的な触れ合いや言葉掛けによって、欲求が満たされ安定感をもって過ごしはじめている
□保護者や保育者等に体の動きや表情、発声、喃語等を優しく受け止めてもらいやり取りを楽しみはじめている
□自分の身近な人の存在に気付き、親しみの気持ちを表わしはじめている
□保護者や保育者等の語り掛けや発声への応答を通じて、言葉の理解や発語の意欲が育ちはじめている
□保護者や保育者等の温かく、受容的な関わりを通じて、自分を肯定する気持ちが芽生えはじめている

社会的発達
（身近な人
と気持ちが
通じ合う）

２

００0100.0

□身近な生活用具、玩具や絵本など、身の回りのものに対する興味や好奇心をもちはじめている
□様々なものに触れ、音、形、色、手触りなどに気付き、感覚の働きが豊かになりはじめている
□保護者や保育者等と一緒に、様々な色彩や形のものや絵本などを見はじめている
□玩具や身の回りのものを、つまむ、つかむ、たたく、引っ張るなど手や指を使って遊びはじめている
□保護者や保育者等のあやし遊びに機嫌よく応じはじめている
□歌やリズムに合わせて手足や体を動かして楽しみはじめている

精神的発達
（身近なも
のと関わり、
感性が育
つ）

３

１２３４（２）本園の子育て支援事業、及び経営や教育・保育等の経営全般への評価

００42.957.1私は、尚絅こども園で行われている「子育て支援事業」全般に満足している。
子育て支援事業へ
の満足度

４

００28.671.4
私は、園の教育・保育のあり方、安全面、環境面（施設・遊具・教材・絵本等）、給食、情報
提供等の経営全般に満足している。

経営、教育・保育
全般への満足度

５

５

Ⅰ 乳児期の保育のねらいである「３つの発達」に照らして、わが子がその方向に育っていると思われるか、他子育て支援等



令和７年度 尚絅大学附属こども園 学校評価２学校関係者評価

６

Ⅱ 幼児教育のねらいである「５つの領域」に照らして、わが子がその方向に育っていると思われるか、他子育て支援等
１ 調査時期 令和８年2月
２ 調査対象 １歳りす組・２歳うさぎ組保護者30名、回答数24名、回答率80.0％
３ 評価基準
（１）１～５：評価の観点（５つの領域）

４.とても育っていると思う ３.だいたい育っていると思う ２.あまり育っていないと思う １.まったく育っていないと思う
（２）６～７：本園の子育て支援事業、及び経営や教育・保育等の経営全般への評価

４ .とても満足している ３.だいたい満足している ２ .あまり満足していない １. まったく満足していない

１２３４（１）評価の観点（５つの領域）

００37.562.5

□先生や友達との生活リズムに慣れはじめている
□体をいっぱい使って遊ぼうとしている
□多くの食品に慣れ、食事を楽しもうとしている
□手を洗うなど清潔の習慣がしだいに身に付きはじめている
□衣類の着脱を自分でしようとしている
□自分から便器で排せつしようとしている

健康1

００37.562.5
□先生や友達と一緒に心地よく暮らしはじめている
□先生や友達と適切な行動や言葉で関わろうとしている
□園生活にきまりがあることや、その大切さに気付きはじめている
□みなし遊び（真似）やごっこ遊びを楽しもうとしている

人間関係２

００20.879.2

□いろいろな感覚を働かせて身近な環境に興味や関心、好奇心をもちはじめている
□おもちゃ、絵本、園庭の遊具を使った遊びを楽しもうとしている
□身の回りにある物の形や色、大きさや量などの性質や仕組みに興味をもちはじめている
□自分の物と人の物との区別に、しだいに気付きはじめている
□自分が過ごすのにふさわしい場所や居場所を見つけて遊ぼうとしている
□身近な生き物に気付き、親しみをもちはじめている
□季節の行事などに興味や関心をもちはじめている

環境３

００25.075.0

□自分の欲求や気持ちを自分なりの言葉で伝えようとしている
□生活に必要な言葉を聞き分けはじめている
□日常の様々なあいさつをしたり応じたりしはじめている
□絵本や物語等に親しみをもち、まねをしたりして遊ぼうとしている
□生活や遊びの中で、興味のあることや経験したことなどを自分なりに表現しようとしている

言葉４

００16.783.3

□水、砂、土、紙、年度など様々な素材に触れて楽しもうとしている
□音楽、リズムやそれに合わせた体の動きを楽しもうとしている
□生活の中で、様々な音、形、色、手触り、動き、味、香りなどを感じて楽しもうとしている
□歌を歌ったり、簡単な手遊びや全身を使う遊びを楽しもうとしている
□生活や遊びの中で、興味のあることや経験したことなどを自分なりに表現しようとしている

表現５

１２３４（２）本園の子育て支援事業、及び経営や教育・保育等の経営全般への評価

０052.247.8私は、尚絅こども園で行われている「子育て支援事業」全般に満足している。子育て支援事業へ
の満足度

６

０016.783.3私は、園の教育・保育のあり方、安全面、環境面（施設・遊具・教材・絵本等）、給食、
情報提供等の経営全般に満足している。

経営、教育・保育
全般への満足度

７



令和７年度 尚絅大学附属こども園 学校評価２学校関係者評価

７

Ⅲ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿１０「１０の姿」に照らして、わが子（園児）がその方向に育っていると思われるか？
１ 調査時期 令和８年２月
２ 調査対象 満３歳以上の園児の保護者251名、回答数192名、回答率76.5％。教職員62名、回答数62名、回答率100％
３ 評価基準 ４．とても育っていると思う３．だいたい育っていると思う２．あまり育っていないと思う１．まったく育っていないと思う

教職員保護者
評価の観点（１０の姿）

１２３４１２３４

0.0 0.0 41.458.60.0 1.1 13.8 85.1 
健康で安全な生活を意識しはじめ、十分に体を動かして喜んで遊ぶ方
向に育っている健康な心と体1

0.0 1.6 52.547.50.0 2.1 28.6 69.3 
主体的・積極的に環境と関わり楽しみ、達成感や自信をもつ方向に
育っている自立心２

0.0 0.0 66.733.30.5 4.8 30.7 64.0 
言葉で友達と関わり、共通の目的に向かう活動を喜び合い成⾧する方
向に育っている協同性３

0.0 1.7 77.620.70.5 5.3 46.6 47.6 
友達との関わりや生活の中で、善悪を判断し、相手の立場を理解する
方向に育っている道徳性・規範意識の芽生え４

0.0 1.7 64.433.90.5 2.7 37.1 59.7 
友達や身近な人々へ目を向け、人を大切にしたり人の役に立つことを
喜びと感じたりする方向に育っている社会生活との関わり５

0.0 1.8 52.645.60.0 5.3 35.4 59.3 
身近な環境に感じ・気づき・考え、予想したり、周りの友達との関わ
りの中で工夫したり考え直したりする方向に育っている思考力の芽生え６

0.0 1.8 49.149.10.0 1.6 35.4 63.0 
身近な自然物に関心をもち楽しみ、感動したり命をかけがえのないも
のと感じる方向に育っている自然との関わり・生命尊重７

0.0 5.3 73.721.10.5 4.8 33.3 61.4 
遊びや生活の中の数量や図形、絵本等で出会う文字等に興味関心をも
つ方向に育っている

数量や図形、標識や文字な
どへの興味・感覚８

0.0 3.5 68.428.10.5 4.2 46.6 48.7 
経験したことを言葉で伝え合うとともに、相手の話をよく聞く方向に
育っている言葉による伝え合い９

0.0 1.7 50.048.30.5 1.6 35.4 62.4 
身近なことに感動したり、友達の表現に感じたり、自分で表現するこ
とを楽しむ方向に育っている豊かな感性と表現10



８

学校関係者評価に対する総括

成果と課題評価
評価の観点

（文科省が教育・保育
要領で示したねらい）

A

０歳児

「３つの発達」
Ⅰ

A

１・２歳児

「５つの領域」
Ⅱ

A

3・4・5歳児

「１０の姿」
Ⅲ



令和７年度 尚絅大学附属こども園 学校評価学校関係者評価

評価委員の意見・質問及びこども園からの回答

→尚絅こ
ども園としての特色を
大切に守りながらも時
代の変化にも対応しな
がら、信頼される園づ
くりに努めてまいりま
す。遊具の安全管理も
安全点検等を通して徹
底していきます。

→こど
も園として保護者の方との
コミュニケーションを大切
にしながら園運営を行って
いきます。。将来にわたる生きる力の

基礎をこれからも育んでまいり
ます。

１２３４評価の観点（Ⅰ～Ⅴは事業計画の項目、１～６は経営・管理面）

0.0 0.0 16.7 83.3 Ⅰ 子どもの健やかな成⾧のための教育・保育の充実

0.0 0.0 33.3 66.7 Ⅱ 子育て支援の充実

0.0 16.7 16.7 66.7 Ⅲ 次世代保育者の育成

0.0 0.0 0.0 100.0 Ⅳ 自然豊かな園庭でのびのびと遊ぶ園児の確保

0.0 0.0 50.0 50.0 １ 経営・管理面（安全面、園児確保、教員の確保、広報、コンプライアンス等）

0.0 0.0 60.0 40.0 ２ 労働面（やりがい、人間関係、広報、コンプライアンス等）

0.0 0.0 66.7 33.3 ３ 教員としてのライフステージに応じた指導力の向上

0.0 0.0 33.3 66.7 ４ 特別支援教育、人権教育、安全教育、食育等

0.0 0.0 16.7 83.3 ５ 大学・短大との連携、教育実習の充実

0.0 0.0 16.7 83.3 ６ 保護者(杉の子会)、地域、行政、療育施設、近隣小中学校等との連携

９

１ 評価委員会開催日時 令和８年３月
２ 調査対象 学校評価委員６名（祖父母代表、杉の子会（PTA）会⾧、学園関係者４名）回答数100%（※地域代表の方は辞退）
３ 評価基準

評価の観点Ⅰ～Ⅴ：４達成していると思う ３だいたい達成していると思う ２あまり達成していないと思う １達成していないと思う
評価の観点１～６：４充実していると思う ３だいたい充実していると思う ２あまり充実していないと思う １充実していないと思う



令和７年度 尚絅大学附属こども園 学校評価次年度への課題等

１０

学校評価の総括

Ⅰ　保護者も保育者も、わが子・園児は大まかに目指す方向に育っていると評価しています。

Ⅱ　保護者も保育者も、園経営はほぼ充実していると評価しています。

Ⅲ　保育者は使命感をもって教育・保育に当たっており、教師力を高める研修を望んでいます。

Ⅳ　今後の課題として、以下のことが必要であると考えています。


